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１ 

東
北
各
地
に
広
が
る

　

 

新
た
な
取
り
組
み

忘
れ
も
し
な
い
２
０
０
７
年
の
夏
、
秋

田
県
横
手
市
実
験
農
場
の
破
れ
た
ハ
ウ
ス

の
片
隅
に
、
露
地
同
然
の
状
況
で
す
く
す

く
育
っ
て
い
た「
シ
シ
リ
ア
ン
ル
ー
ジ
ュ
」

（
パ
イ
オ
ニ
ア
エ
コ
サ
イ
エ
ン
ス
）
の
樹

が
あ
っ
た
。
そ
こ
か
ら
始
ま
っ
た
ト
マ
ト

の
露
地
夏
秋
ど
り
栽
培
と
い
う
新
た
な
栽

培
法
の
開
発
へ
の
挑
戦
と
試
行
錯
誤
の

日
々
。
そ
の
と
き
に
は
、
誰
が
今
日
の
ソ

バ
ー
ジ
ュ
の
普
及
状
況
を
予
想
し
た
だ
ろ

う
。
10
年
に
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
総
合
テ
レ
ビ
の

「
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
現
代
」
に
も
取
り
上

げ
ら
れ
、
ソ
バ
ー
ジ
ュ
は
徐
々
に
話
題
と

な
っ
て
い
っ
た
。

秋
田
県
の
ソ
バ
ー
ジ
ュ
は
、11
年
以
降
、

横
手
市
実
験
農
場
（
写
真
①
②
、
以
下
丸

囲
み
数
字
は
写
真
番
号
）
を
核
に
、
Ｊ
Ａ

秋
田
ふ
る
さ
と
（
③
④
）
で
も
本
格
的
に

栽
培
が
始
ま
り
、「
シ
シ
リ
ア
ン
ル
ー

ジ
ュ
」
の
ト
マ
ト
ジ
ュ
ー
ス
が
商
品
化
さ

れ
た
（
⑤
）。
16
年
現
在
、
ソ
バ
ー
ジ
ュ

は
「
ロ
ッ
ソ
ナ
ポ
リ
タ
ン
」（
パ
イ
オ
ニ

ア
エ
コ
サ
イ
エ
ン
ス
）
が
主
流
と
な
り
、

青
果
用
と
し
て
首
都
圏
に
広
く
流
通
し
て

い
る
。

秋
田
県
横
手
市
実
験
農
場
か
ら
始
ま
っ

た
ソ
バ
ー
ジ
ュ
は
、
山
形
県
や
宮
城
県
に

も
広
が
り
、山
形
県
で
は
Ｊ
Ａ
山
形（
⑥
）、

宮
城
県
で
は
Ｊ
Ａ
仙
台
（
⑦
）
を
中
心
に

普
及
し
、
東
北
各
地
に
ソ
バ
ー
ジ
ュ
の
産

地
が
次
々
に
誕
生
し
て
い
っ
た
。
ま
た
、

岩
手
県
で
は
、
岩
手
県
農
業
研
究
セ
ン

トマトの

 「ソバージュ栽培®」
前回は、東日本大震災の復興支援として、太平洋沿岸の震災地域に向けた、ミニト
マトの露地夏秋どり栽培の新栽培法「ソバージュ栽培 ®」（以下、ソバージュ）の普
及と新たな取り組みについて紹介した。今回は、ソバージュの普及と新たな取り組
みについて、全国各地の事例を、パイオニアエコサイエンス㈱（以下、パイオニア
エコサイエンス）の各地域の営業担当者に紹介していただいた。

#03

① ② 秋田県横手市実験農場のソバージュ栽培
　　 （秋田県横手市）

①

②
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東北各地の取り組み

タ
ー
の
本
連
載
第
２
回
の
報
告
ど
お
り
、

東
日
本
大
震
災
の
復
興
支
援
の
新
品
目
と

し
て
太
平
洋
沿
岸
の
震
災
地
域
へ
の
ソ

バ
ー
ジ
ュ
の
導
入
に
取
り
組
み
、
生
産
現

場
に
普
及
し
始
め
て
い
る
（
⑧
）。
も
ち

ろ
ん
、
個
人
農
家
単
位
で
も
、
東
北
各
地

で
栽
培
さ
れ
始
め
て
い
る
（
⑨
）。

た
だ
し
、
ソ
バ
ー
ジ
ュ
は
、
露
地
栽
培

の
宿
命
と
し
て
、
天
候
不
順
の
影
響
を
も

ろ
に
受
け
る
。
近
年
は
、
ゲ
リ
ラ
豪
雨
や

猛
暑
が
増
え
、
年
に
よ
っ
て
は
長
雨
に
よ

る
寡
日
照
な
ど
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

と
く
に
今
年
は
、
大
型
の
台
風
10
号
が
１

９
５
１
年
の
統
計
開
始
以
降
初
め
て
東
北

の
太
平
洋
沿
岸
部
へ
直
接
上
陸
し
、
加
え

て
、
近
年
ま
れ
に
み
る
日
照
不
足
と
長
雨

…
…
最
近
の
異
常
気
象
は
、
こ
れ
で
も
か

こ
れ
で
も
か
と
容
赦
が
な
い
。

し
か
し
、
生
産
者
の
な
か
に
は
、
今
年

の
よ
う
な
天
候
で
も
し
っ
か
り
と
収
益
を

上
げ
、
次
作
に
闘
志
を
燃
や
さ
れ
る
方
も

い
ら
っ
し
ゃ
る
。自
然
に
は
勝
て
な
い
が
、

自
然
か
ら
学
ん
だ
こ
と
を
次
作
に
活
か

し
、
ソ
バ
ー
ジ
ュ
を
さ
ら
に
進
化
さ
せ
て

い
く
こ
と
が
、
私
た
ち
の
役
割
で
あ
る
と

考
え
る
。（
東
日
本
事
業
所　

松
永
邦
則
）

２ 

北
海
道
発

　

 

ト
マ
ト
加
工
品

広
い
大
地
の
北
海
道
は
、
積
雪
に
よ
り

春
が
遅
く
、
秋
も
早
い
。
そ
の
た
め
、
北

海
道
に
お
け
る
露
地
夏
秋
ど
り
栽
培
の
ソ

③ ④ JA 秋田ふるさと管内におけるソバージュ栽培（秋田県横手市）
⑤ 「シシリアンルージュ」を使ったトマトジュース（秋田県横手市）
⑥ JA 山形管内におけるソバージュ栽培（山形県山形市）
⑦ JA 仙台管内におけるソバージュ栽培（宮城県仙台市）
⑧ 太平洋沿岸の震災地域へのソバージュ栽培の導入（岩手県大槌町）
⑨ 東北における個人農家の優良事例（福島県矢祭町）

③

⑥

⑧

④⑤

⑦

⑨
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バ
ー
ジ
ュ
は
、
収
穫
適
期
が
８
月
上
旬
～

９
月
末
ご
ろ
ま
で
の
約
２
カ
月
間
の
短
期

決
戦
と
な
り
（
⑩
⑪
）、
ハ
ウ
ス
栽
培
の

ト
マ
ト
に
比
べ
て
青
果
物
の
長
期
安
定
出

荷
は
望
め
な
い
。

と
こ
ろ
が
、「
シ
シ
リ
ア
ン
ル
ー
ジ
ュ
」

の
美
肌
ト
マ
ト
鍋
の
お
い
し
さ
を
知
り
、

そ
の
虜
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
生
産
者
た
ち

は
、「
ソ
バ
ー
ジ
ュ
ト
マ
ト
の
お
い
し
さ

を
も
っ
と
た
く
さ
ん
の
消
費
者
に
知
っ
て

も
ら
い
た
い
」「
地
元
で
さ
ら
に
ソ
バ
ー

ジ
ュ
の
生
産
を
広
げ
た
い
」「
ト
マ
ト
の

な
い
冬
に
も
、
ソ
バ
ー
ジ
ュ
ト
マ
ト
の
お

い
し
さ
を
消
費
者
に
届
け
た
い
」
と
い
っ

た
思
い
か
ら
、
ソ
バ
ー
ジ
ュ
の
ト
マ
ト
加

工
品
を
使
っ
た
周
年
供
給
へ
の
新
た
な
取

り
組
み
を
始
め
た
。

そ
の
試
み
と
し
て
、
北
海
道
産
ソ
バ
ー

ジ
ュ
ト
マ
ト
を
使
っ
た
青
果
物
そ
の
も
の

の
冷
凍
ト
マ
ト
（
⑬
）
や
ト
マ
ト
ジ
ュ
ー

ス
（
⑭
）、
ド
ラ
イ
ト
マ
ト
（
⑮
）、
セ
ミ

ド
ラ
イ
ト
マ
ト
（
⑯
）、
ピ
ュ
ー
レ
に
し

た
ト
マ
ト
飲
料
や
調
理
用
ソ
ー
ス
（
⑫
）

な
ど
の
ト
マ
ト
加
工
品
が
次
々
に
生
み
出

北海道での取り組み
⑬ ⑩

⑪

⑫

⑩ ⑪ �北海道におけるソバージュ栽培（北海道洞爺湖町）
⑫トマトピューレ　⑬ 冷凍品　⑭ トマトジュース　⑮ ドライトマト　⑯ セミドライトマト
⑰ ⑱ �ゼリー（いずれも北海道産ソバージュトマト使用）

⑭

⑯

⑰⑱

⑮
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さ
れ
て
い
っ
た
。

北
海
道
産
ソ
バ
ー
ジ
ュ
ト
マ
ト
を
使
っ

た
ジ
ュ
ー
ス
加
工
や
冷
凍
保
存
、
ド
ラ
イ

ト
マ
ト
な
ど
は
、
す
で
に
数
軒
の
生
産
者

が
取
り
組
ん
で
お
り
、
そ
の
販
売
も
順
調

に
伸
び
て
い
る
。
北
海
道
の
真
夏
の
太
陽

の
光
を
十
分
に
浴
び
た
、
旨
み
と
栄
養
分

が
い
っ
ぱ
い
詰
ま
っ
た
ソ
バ
ー
ジ
ュ
ト
マ

ト
を
使
う
こ
と
に
よ
り
、
お
い
し
い
ト
マ

ト
加
工
品
が
で
き
あ
が
り
、
い
ず
れ
の
加

工
品
も
人
気
を
博
し
て
い
る
。
生
食
だ
け

で
な
く
、
ト
マ
ト
加
工
に
も
取
り
組
む
こ

と
に
よ
り
、
ソ
バ
ー
ジ
ュ
で
問
題
と
な
っ

て
い
る
収
穫
や
出
荷
調
製
作
業
が
軽
減
さ

れ
、
腐
敗
果
や
は
ね
品
な
ど
の
出
荷
ロ
ス

が
減
っ
て
商
品
率
が
上
が
り
、
生
産
者
の

収
益
の
向
上
に
大
い
に
貢
献
し
て
い
る
。

ま
た
、
ソ
バ
ー
ジ
ュ
の
生
食
用
と
し
て

の
販
売
に
加
え
、
も
う
一
つ
の
目
玉
と
し

て
、
北
海
道
産
ソ
バ
ー
ジ
ュ
ト
マ
ト
を

使
っ
た
加
工
品
を
販
売
す
る
こ
と
に
よ

り
、
夏
場
の
出
荷
期
以
外
の
冬
場
に
も
販

売
で
き
、
安
定
し
た
収
入
が
得
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。

年
間
を
通
じ
た
ト
マ
ト
加
工
品
の
販
売

は
、
北
海
道
産
ソ
バ
ー
ジ
ュ
ト
マ
ト
の
認

知
度
の
向
上
に
も
一
役
買
っ
て
い
る
（
⑰

⑱
）。
北
海
道
で
は
今
後
、
ソ
バ
ー
ジ
ュ

の
作
付
け
を
さ
ら
に
拡
大
さ
せ
、
生
産
コ

ス
ト
を
下
げ
る
こ
と
に
よ
り
、
消
費
者
が

ソ
バ
ー
ジ
ュ
ト
マ
ト
を
購
入
し
や
す
い
価

格
に
設
定
で
き
れ
ば
、「
シ
シ
リ
ア
ン
ル
ー

ジ
ュ
」
を
は
じ
め
と
す
る
美
肌
ト
マ
ト
３

姉
妹
（
ほ
か
の
品
種
は
「
ロ
ッ
ソ
ナ
ポ
リ

タ
ン
」
と
「
サ
ン
マ
ル
ツ
ァ
ー
ノ
リ
ゼ
ル

バ
」、
い
ず
れ
も
パ
イ
オ
ニ
ア
エ
コ
サ
イ

エ
ン
ス
）
の
消
費
拡
大
に
つ
な
が
る
も
の

と
考
え
る
。
そ
れ
に
伴
い
、
北
海
道
に
お

け
る
ソ
バ
ー
ジ
ュ
の
さ
ら
な
る
面
積
拡
大

へ
と
つ
な
が
る
好
循
環
が
期
待
で
き
る
。

（
北
海
道
事
業
所　

三
浦
信
一
）

３ 

西
日
本
各
地
に
広
が
る

　

 

取
り
組
み

西
日
本
で
は
、
日
本
国
内
の
温
暖
地
を

中
心
に
広
が
っ
て
い
る
ト
マ
ト
の
重
要
病

害
で
あ
る
黄
化
葉
巻
病
の
蔓
延
や
、
梅
雨

時
に
は
１
日
当
た
り
１
０
０
㎜
以
上
を
記

録
す
る
よ
う
な
降
水
量
だ
け
で
な
く
、
大

型
台
風
の
襲
来
も
多
い
。
そ
の
た
め
、
当

初
は
西
日
本
地
域
へ
の
ソ
バ
ー
ジ
ュ
の
導

入
は
不
可
能
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
。

と
こ
ろ
が
、
12
年
の
大
分
県
玖
珠
町
に

お
け
る「
サ
ン
マ
ル
ツ
ァ
ー
ノ
リ
ゼ
ル
バ
」

の
露
地
雨
よ
け
夏
秋
ど
り
栽
培
に
よ
る
成

功
事
例
を
き
っ
か
け
に
、
ま
ず
は
九
州
地

域
か
ら
ソ
バ
ー
ジ
ュ
の
試
験
栽
培
が
始
ま

り
、
13
年
に
は
同
玖
珠
町
に
お
い
て
「
シ

シ
リ
ア
ン
ル
ー
ジ
ュ
」
が
１
株
当
た
り
約

西日本での取り組み 1

⑲ �九州におけるソバージ
ュ栽培（大分県玖珠町）

⑳ �長崎県農林技術開発セ
ンターのソバージュ栽
培（長崎県諫早市）

� �ソバージュの栽培セミ
ナー

　 （兵庫県神戸市）

� �Facebook の「トマトのソバージュ栽培
を考える会」のトップページ

� ソバージュの収穫体験イベント
　 （島根県邑南町）
� �ソバージュの収穫体験とそのトマトを使

ったレストランでの飲食イベント（兵庫
県丹波市）

⑲⑳

�

��

�



48農業経営者 2016 年 12 月号

13
㎏
、
10
ａ
当
た
り
に
換
算
す
る
と
６
・

５
ｔ
と
い
う
高
収
量
を
達
成
し
（
⑲
）、

同
時
期
同
地
域
の
高
冷
地
に
お
け
る
ハ
ウ

ス
栽
培
の
平
均
収
量
（
６
～
７
ｔ
）
を
超

え
る
可
能
性
が
出
て
き
た
。

さ
ら
に
15
年
に
は
、
長
崎
県
農
林
技
術

開
発
セ
ン
タ
ー（
諫
早
市
）に
お
い
て
、「
サ

ン
マ
ル
ツ
ァ
ー
ノ
リ
ゼ
ル
バ
」
を
用
い
て

１
株
当
た
り
22
㎏
以
上
、
10
ａ
当
た
り
に

換
算
す
る
と
10
ｔ
以
上
が
収
穫
で
き
た

（
⑳
）。

九
州
地
域
で
も
、
ソ
バ
ー
ジ
ュ
の
高
収

量
の
可
能
性
が
示
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

ソ
バ
ー
ジ
ュ
は
西
日
本
各
地
に
急
速
に
広

が
り
始
め
、
14
年
３
月
に
兵
庫
県
神
戸
市

で
パ
イ
オ
ニ
ア
エ
コ
サ
イ
エ
ン
ス
㈱
西
日

本
事
業
所
が
中
心
と
な
っ
て
企
画
し
た
イ

ベ
ン
ト
「
畑
D�

E
マ
ウ
ロ
の
地
中
海
ト
マ

ト
」
を
は
じ
め
と
す
る
西
日
本
各
地�

に
お
け
る
栽
培
セ
ミ
ナ
ー
（
�
）
や

F
acebook

の
「
ト
マ
ト
の
ソ
バ
ー
ジ
ュ

栽
培
を
考
え
る
会
」
と
い
っ
た
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の

活
用
（
�
）
な
ど
に
よ
っ
て
、ソ
バ
ー
ジ
ュ

の
栽
培
技
術
や
、
収
穫
物
の
直
売
所
お
よ

び
飲
食
店
へ
の
販
売
方
法
だ
け
に
と
ど
ま

ら
ず
、
ソ
バ
ー
ジ
ュ
の
収
穫
体
験
イ
ベ
ン

ト
（
�
）
や
加
工
品
の
活
用
な
ど
に
つ
い

て
も
、
活
発
に
情
報
交
換
が
行
な
わ
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。

た
と
え
ば
、
兵
庫
県
丹
波
市
で
は
、
ソ

バ
ー
ジ
ュ
の
収
穫
体
験
と
そ
の
ト
マ
ト
を

使
っ
た
レ
ス
ト
ラ
ン
で
の
飲
食
イ
ベ
ン
ト

（
�
）、
京
都
府
与
謝
野
町
で
は
、
ト
マ
ト

ソ
ー
ス
の
加
工
品
づ
く
り
と
い
っ
た
地
域

活
性
化
に
つ
な
が
る
動
き
も
出
て
き
て
い

る
。
ま
た
、
島
根
県
邑
南
町
の
石
見
東
小

学
校
で
は
、
小
学
生
が
校
内
の
畑
で
ソ

バ
ー
ジ
ュ
に
取
り
組
み
（
�
�
）、
滋
賀

県
草
津
市
の
Ｊ
Ａ
草
津
市
で
は
、
地
元
の

幼
稚
園
児
が
ソ
バ
ー
ジ
ュ
の
収
穫
体
験
を

行
な
う
な
ど
、
ソ
バ
ー
ジ
ュ
を
食
育
活
動

に
活
か
す
事
例
も
出
て
き
て
い
る
。

15
年
11
月
に
は
、
ソ
バ
ー
ジ
ュ
の
活
用

方
法
を
競
う
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
「
キ
ン
グ

オ
ブ
ソ
バ
ー
ジ
ュ
」
を
兵
庫
県
神
戸
市
で

開
催
し
、
生
産
者
だ
け
で
な
く
、
青
果
流

通
業
や
飲
食
業
な
ど
の
関
係
者
や
消
費
者

と
も
積
極
的
に
交
流
し
て
い
く
こ
と
に
よ

り
、
栽
培
だ
け
に
と
ど
ま
ら
な
い
新
し
い

農
食
文
化
の
創
造
を
目
指
し
て
い
る
。
さ

ら
に
、
ソ
バ
ー
ジ
ュ
は
、
で
き
る
だ
け
農

薬
を
使
わ
な
い
よ
う
な
病
害
虫
対
策
や
使

わ
れ
な
く
な
っ
た
古
い
ハ
ウ
ス
の
活
用
な

ど
の
新
し
い
取
り
組
み
も
始
ま
っ
て
い

る
。　
　
　
（
西
日
本
事
業
所　

永
田
裕
）

４ 

ソ
バ
ー
ジ
ュ
初
心
者
か
ら
学
ぶ

　

 

栽
培
の
基
本

今
後
、
ソ
バ
ー
ジ
ュ
ト
マ
ト
の
一
大
消

費
地
と
な
る
で
あ
ろ
う
首
都
圏
か
ら
は
、

東
京
都
内
に
あ
る
大
手
小
売
り
企
業
の
直

営
農
場「
い
な
げ
や
ド
リ
ー
ム
フ
ァ
ー
ム
」

の
ソ
バ
ー
ジ
ュ
の
事
例
（
�
）
を
紹
介
す

る
。「
い
な
げ
や
ド
リ
ー
ム
フ
ァ
ー
ム
」

で
は
、
ソ
バ
ー
ジ
ュ
は
今
年
が
初
め
て
の

取
り
組
み
で
あ
る
が
、
栽
培
マ
ニ
ュ
ア
ル

に
従
っ
て
忠
実
に
管
理
し
、
露
地
夏
秋
ど

り
栽
培
で
あ
り
な
が
ら
、「
ロ
ッ
ソ
ナ
ポ

リ
タ
ン
」の
平
均
糖
度
は
９
度
を
超
え
た
。

そ
の
ク
リ
ス
ピ
ー
な
食
感
も
手
伝
い
、
キ

ロ
当
た
り
単
価
が
８
４
０
円
と
い
う
高
付

加
価
値
を
生
み
出
す
こ
と
に
成
功
し
た

（
�
）。

さ
ら
に
、
夏
場
の
厳
し
い
気
象
条
件
の

栽
培
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
１
５
０
株
当
た

り
で
約
１
・
４
ｔ
、
10
ａ
当
た
り
に
換
算

す
る
と
４
・
６
ｔ
と
い
う
高
収
量
を
達
成

し
た
。

そ
の
理
由
と
し
て
は
、
栽
培
マ
ニ
ュ
ア

ル
に
従
っ
た
て
い
ね
い
な
管
理
に
加
え

て
、
イ
ボ
竹
を
用
い
て
最
初
に
主
枝
を

ま
っ
す
ぐ
に
誘
引
し
た
こ
と
（
�
�
）、

追
肥
や
か
ん
水
を
効
率
的
に
行
な
う
た

め
、
通
路
幅
よ
り
や
や
狭
い
防
草
シ
ー
ト

を
張
っ
て
地
表
面
を
一
部
露
出
さ
せ
、
通

路
の
両
側
に
か
ん
水
チ
ュ
ー
ブ
を
設
置
し

た
こ
と
（
�
）
に
よ
り
、
素
晴
ら
し
い
品

質
と
高
収
量
が
実
現
で
き
た
。

「
い
な
げ
や
ド
リ
ー
ム
フ
ァ
ー
ム
」
に

お
け
る
高
品
質
多
収
栽
培
技
術
は
、
圃
場

整
備
か
ら
定
植
・
誘
引
ま
で
を
「
基
本
に

忠
実
に
、
て
い
ね
い
に
」
管
理
し
て
い
た

だ
い
た
結
果
で
あ
る
と
考
え
る
。
栽
培
マ

ニ
ュ
ア
ル
ど
お
り
に
管
理
を
行
な
う
こ
と

は
、簡
単
な
よ
う
で
い
て
意
外
と
難
し
い
。

と
く
に
、
ト
マ
ト
栽
培
の
知
識
や
経
験
が

あ
る
と
な
お
さ
ら
で
あ
り
、
少
し
く
ら
い

管
理
を
変
え
て
も
…
…
と
な
り
が
ち
で
あ

る
。「

い
な
げ
や
ド
リ
ー
ム
フ
ァ
ー
ム
」
の

て
い
ね
い
に
組
ま
れ
た
支
柱
は
夏
場
の
台

風
に
耐
え
、
し
っ
か
り
と
し
た
樹
づ
く
り

西日本での取り組み 2

� � �校内の畑で栽培したソバージュを使った食育活動
（島根県邑南町立石見東小学校）
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は
大
雨
で
も
裂
果
し
に
く
い
果
実
を
実
ら

せ
、
さ
ら
に
、
病
害
虫
の
発
生
を
適
期
防

除
で
最
小
限
に
抑
え
た
こ
と
に
よ
り
、
10

月
中
旬
の
い
ま
も
な
お
収
穫
が
続
い
て
い

る
。過

去
の
成
功
と
失
敗
の
蓄
積
、そ
し
て
、

先
人
た
ち
の
経
験
の
結
晶
と
も
言
え
る
ソ

バ
ー
ジ
ュ
の
栽
培
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
、
ソ

バ
ー
ジ
ュ
の
初
心
者
の
み
な
ら
ず
、
ト
マ

ト
栽
培
の
経
験
者
に
と
っ
て
も
大
い
に
役

立
つ
。
ソ
バ
ー
ジ
ュ
は
省
力
多
収
栽
培
だ

か
ら
こ
そ
、
や
る
べ
き
栽
培
管
理
に
は
そ

れ
ぞ
れ
に
目
的
が
あ
る
。
私
た
ち
は
、
常

日
ご
ろ
か
ら
現
地
巡
回
や
栽
培
講
習
会
な

ど
を
通
じ
て
、
生
産
者
の
皆
さ
ま
に
ソ

バ
ー
ジ
ュ
を
て
い
ね
い
に
お
伝
え
し
、
一

人
で
も
多
く
の
生
産
者
の
利
益
向
上
に
貢

献
し
た
い
と
願
っ
て
い
る
。

（
プ
ロ
ダ
ク
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー　

竹
下

心
平
、　

本
社　

川
崎
智
弘
）

５ 

国
内
に
お
け
る
現
状
と

　

 

今
後
の
展
望

10
年
に
秋
田
県
横
手
市
で
開
発
さ
れ
た

ソ
バ
ー
ジ
ュ
は
、
11
年
か
ら
長
野
県
野
菜

花
き
試
験
場
（
塩
尻
市
）、
13
年
か
ら
明

治
大
学
農
学
部
（
神
奈
川
県
川
崎
市
）
で

試
験
栽
培
が
始
ま
り
、
連
載
第
２
回
の
岩

手
県
農
業
研
究
セ
ン
タ
ー
（
北
上
市
）
や

県
立
広
島
大
学
生
命
環
境
学
部
（
庄
原

市
）、
長
崎
県
農
林
技
術
開
発
セ
ン
タ
ー
な

ど
、
全
国
各
地
で
栽
培
研
究
が
進
む
な
か
、

今
回
の
全
国
各
地
の
事
例
の
よ
う
に
、
生

産
現
場
で
広
く
普
及
し
始
め
、ソ
バ
ー
ジ
ュ

に
か
か
わ
る
そ
れ
ぞ
れ
の
関
係
者
が
試
行

錯
誤
を
重
ね
な
が
ら
、
ソ
バ
ー
ジ
ュ
の
生

産
拡
大
を
図
っ
て
い
る
。

ソ
バ
ー
ジ
ュ
で
す
で
に
収
益
を
上
げ
て

い
る
生
産
者
も
多
く
、
若
手
実
力
農
家
や

新
規
就
農
希
望
者
な
ど
を
中
心
に
、
全
国

各
地
に
今
後
の
ソ
バ
ー
ジ
ュ
の
普
及
の
参

考
に
な
る
事
例
が
蓄
積
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

ソ
バ
ー
ジ
ュ
の
生
産
拡
大
に
は
、
全
国
各

地
で
得
ら
れ
た
成
功
事
例
を
、
現
在
の
生

産
者
だ
け
で
な
く
、
今
後
新
た
に
ソ
バ
ー

ジ
ュ
に
参
入
す
る
新
規
生
産
者
に
も
的
確

に
伝
え
る
こ
と
、
そ
し
て
、
流
通
業
や
飲

食
業
、
消
費
者
な
ど
と
一
緒
に
、
ソ
バ
ー

ジ
ュ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
て
い
く

こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

次
回
は
最
終
回
と
し
て
「
調
理
用
ト
マ

ト
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
開
拓
の
可
能
性
」（
仮
）

と
題
し
、
野
菜
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
篠
原

久
仁
子
氏
に
登
場
し
て
い
た
だ
き
、
調
理

用
ト
マ
ト
の
市
場
拡
大
に
向
け
て
の
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
上
の
課
題
と
新
し
い
マ
ー

ケ
ッ
ト
開
拓
の
可
能
性
に
つ
い
て
論
じ
て

い
た
だ
く
予
定
で
あ
る
。

（
明
治
大
学
農
学
部　

元
木
悟
）

「いなげやドリームファーム」（東京都西多摩郡）での取り組み

� �「いなげやドリームファーム」のソバージュ
栽培

� 収穫された「ロッソナポリタン」
� � イボ竹を用いて主枝をまっすぐに誘引
� �追肥やかん水を効率的に行なうため、通路幅

よりやや狭い防草シートを張って地表面を一
部露出させ、通路の両側にかん水チューブを
設置
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